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研究科長挨拶

人間・環境学研究科 研究科長
総合人間学部 学部長

杉　山　　雅　人

　旧制第三高等学校以来の歴史を背景にもつ京都大学教養部の廃止に伴い、旧教
養部の教員組織を母体にして、1991年に大学院人間・環境学研究科、1992
年に京都大学の第10番目の学部として総合人間学部が設置されました。人間・
環境学研究科と総合人間学部は、以来、互いに連携をとりながら学部と大学院の
教育・研究を進めてきました。そして両部局は2003年に一体化され、人間・
環境学研究科は総合人間学部に基礎を置く大学院となり、総合人間学部の殆んど
全ての教員は人間・環境学研究科の教員として学部と大学院双方の教育・研究に
携わっています。このような歴史をたどりながら、人間環境学研究科と総合人間
学部は、創立以来、現在に至るまで20年余の時を数えてきました。

　この20数年は文字通り激動の時代であり、地球規模で、だれもが予想しえな
かった出来事が相次ぎました。人間・環境学研究科が設置された1991年には
ソビエト連邦が解体し、冷戦時代は終わりを告げました。その 10 年後の
2001年には、ニューヨークの世界貿易センタービルが爆破、崩壊させられ、
この事件をきっかけにアフガニスタン、イラクでは戦争状態が勃発しました。そ
の余波は現在まで続いています。更にその10年後の2011年、日本では東日
本大震災と福島第一原子力発電所の事故が発生しました。この災害・事故の影響
は今なお計り知れないところがあります。このようないくつもの世界史的事件と
並走するかたちで、インターネットの普及を中心とする情報環境の劇的な変化が
ありました。この20数年の間にコンピューターは私たちの生活を一変させてし
まいました。

　大学院人間・環境学研究科と総合人間学部の歴史は、この激動の時代の歴史
と重なります。地球温暖化問題、エネルギー問題、民族間問題といった前世紀
以来の諸問題に加えて、これまでとは質を異にする地域紛争が人類に新たな課
題を突きつけている、まさにその時代に、この二つの教育研究組織は自らの歴
史を刻んできたわけです。こうした難問山積の時代は、学術の存在意義が根底
から問われている時代にほかなりません。人間・環境学研究科と総合人間学部は、
学術の意義を真摯に問い直すことを通して、この時代の要請に応答しようとし
てきました。

　「学術を社会に開く」ことがその応答の具体的内容です。課題山積の社会に向
かって学術の成果を発信し、その成果を社会で共有する。そのことを通して問
題解決にできうる限りの貢献をなす。これらの実現に向けて、文系・理系の諸
学問分野が日々努力を続けています。人間・環境学研究科で学ぶ大学院生には、
それぞれの専門分野での独創的な成果が求められ、総合人間学部で学ぶ学生に
も専門分野での研鑽が求められます。しかし同時に人間・環境学研究科と総合
人間学部の学生には、「学術を社会に開く」という精神に従って、その学問上の
成果を初修者や非専門家、市民に対し、説得的かつ魅力的に語ることが求めら
れます。「研究を語る」という教育課題です。このことによって人間・環境学研
究科と総合人間学部においては、専門分野の世界に身を置きつつもその専門の
垣根を越えていくという精神が醸成されていくことになります。

研究科は設立当初、医学部北西にあった旧生理学教室

（1902 年竣工）に設置された。当時掲げられた看板は、

西島安則総長（研究科事務取扱＜平成3年 4月～9月＞）

の書によるもの
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教育研究上の目的
人間・環境学研究科が望む学生像 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

　現代の科学・技術は、人間の可能性を限りなく押し広げてきた反面、地球環境問題、エネルギー問題、地域紛争、富の地域間格差等の諸
問題を次第に顕在化させ、グローバル化の波とあいまって、わたしたちに新たな課題をつきつけています。大学院人間・環境学研究科は、
こうした新たな問題群に立ち向かい、地球規模での危機的状況を打開・克服するために、これまでの知の蓄積を踏まえつつ、新たな知のパ
ラダイムを構築することのできる人を求めています。
　人間・環境学研究科への入学を希望する人に求めるものは、下記に示す資質・能力です。
1．  特定の学問分野を主軸とする専門的研究において、問題の設定からその解決方法の提示に至る研究過程に取り組むことのできる知識、能

力ならびに熱意を有していること。
2．  他者や異文化に対する理解を尽くした上で、自らの見解を形成し、それを豊かに表現するプレゼンテーション能力やコミュニケーション

能力、ならびにリーダーシップを持っていること。
3．  人文科学・社会科学・自然科学を横断する幅広い知識と教養を身につけ、自らの専門分野のみに閉じこもらない、人間・文明・自然に対

する、多角的な視点や柔軟な発想力を培っていること。
4．  「人間・環境学研究科」の名称にある「・」は、加算的な意味合いの「・」ではなく、乗算的な意味合いのそれである。この名称が示唆

するように、既成の知を熟知しているだけでなく、それを基盤に新たな創造的飛躍をなしうる知的軽やかさを身につけていること。
　人間・環境学研究科の入学者選抜においては、上記の資質・能力を多角的に測るため、専門分野についての筆答試験、外国語の筆答試験、
および口述試験または論文試験を柔軟に組み合わせて評価をおこないます。

研究教育上の目的

（京都大学通則第35条の2の規定による）
　人間・環境学研究科は、環境、自然、人間、文明、文化を対象とする幅広い学問分野の連携を通じて、人間と環境のあり方についての根
源的な理解を深めるとともに、人間と環境のよりよい関係を構築するための新たな文明観、自然観の創出に役立つ学術研究を推進すること
目指す。また、こうした研究活動を推進するなかで、人間及び環境の問題に対して広い視野、高度な知識、鋭い先見性をもって取り組むこ
とのできる研究者、指導者、実務者を養成することを目的とする。

■共生人間学専攻   共生人間学専攻では、「人間相互の共生」という視点に立ち、人間と環境の相関関係において人間の根源を探求しつつ、現
代社会の具体的諸課題に取り組み、社会的要請に柔軟に応えられる研究者、指導者、実務者の養成を目指す。

■共生文明学専攻   共生文明学専攻では、共生・融和の可能性を追求するため、多様な文明の間にみられる対立・相克の構造を解明するとと
もに、歴史・社会・文化の諸相にわたって複雑にからみあう文明の諸問題に新たな見地から取り組み、解決の方向性を示
すことのできる研究者、指導者、実務者の養成を目指す。

■相関環境学専攻  相関環境学専攻では、人間と自然環境の関わりを包括的に理解することを目指した基礎研究を展開するとともに、自然と
人間の調和を図るために必要な新しい社会システムの確立に、高度な見識と科学的・論理的判断力をもって貢献すること
のできる研究者、指導者、実務者の養成を目指す。

人間・環境学研究科 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

　1.　  社会に湧き起こる新たな問題群の解決には従来の思考枠では対処することができないという基本認識に立ち、新しいパラダイムを創
出するという目的意識の下に、本研究科に共生人間学、共生文明学、相関環境学の3専攻を置く。同一専攻に近接分野を多く配置す
ることによって専門性に力点を置き、専門を掘り下げてその裾野を広げ、裾野を広げることによって頂上を高くすることを目指す。

　2.  　  修士課程では、学生には研究指導科目を中心とした自専攻開設科目を履修させるが、研究の視野を拡大するために他専攻開設科目の
履修をも推奨する。指導体制については、主指導教員と複数の副指導教員による複数指導体制を採り、狭い専門の殻に自閉しないよ
う配慮する。

　3.　  学位論文の作成を目的とする博士後期課程では、指導教員との密接な接触の下に研究を深化させる。ここにおいても副指導教員を配
置した複数指導体制を採り、複眼的思考の強化育成を図る。

　4.　  新しい研究領域を創成しようとする本研究科においては、教育課程は単位履修と一体であるとの認識に立ち、時代的要求をも考慮し
ながら講義科目の内容を深化させ、研究の自発性を高めていく。

　5.　  学際的ないし超学的研究を指向して新しいパラダイムを創成するという研究科の理念を実現するために、講座横断的・専攻横断的なコ
ースワークの設置や、特定の問題に対して諸学問分野を動員するといった教育研究のあり方を模索する。

人間・環境学研究科 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

　1.　  修士課程においては、必修である研究指導科目、選択必修である自専攻開設科目、さらに選択科目である他専攻科目を履修し、幅広
い知識と高度の研究能力を修得した上に、相当の研究成果を上げた学生に対し、修士号を授与する。

　2.　  博士後期課程においては、特別研究、特別演習、特別セミナーを履修し、所定の単位を修得した上で、「着想の独創性」、「問題解決の
企画力」、「持続的努力」などの観点からめざましい学問的成果を上げ、優れた学位論文を作成した学生に、博士（人間・環境学）の学
位を授与する。

人間・環境学研究科 学位授与基準

　1.　  修士課程においては、必修である研究指導科目、選択必修である自専攻開設科目、さらに選択科目である他専攻開設科目を履修し、
幅広い知識と高度の研究能力を修得した上で、「着想の独創性」、「論述の論理性」などの観点から相当の研究成果を上げたと認められ
る学位論文を作成した学生に対し、修士（人間・環境学）の学位を授与する。

　2.　  博士後期課程においては、特別研究、特別演習、特別セミナーを履修し、所定の単位を修得した上で、「着想の独創性」、「論述の論理性」、
「問題解決の企画力」、「持続的努力」などの観点からめざましい学問的成果を上げたと認められる優れた学位論文を作成した学生に、
博士（人間・環境学）の学位を授与する。
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組織の推移
　大学院人間・環境学研究科は、教養部改革及び大学院改革構想の一環として、京都大学における、最初の学部を持たない単一専攻の独立研究
科として、平成3年4月に創設されました。その後、平成4年に「文化・地域環境学専攻」、平成9年には「環境相関研究専攻」が設置され
ました。本研究科における研究・教育の主題は、人間と環境との様々な関わりを明らかにするとともに、その望ましい関わり方を実現し得る新
しい科学・技術と人間のあり方の、原理的な研究を遂行することにあります。
　一方、総合人間学部は、平成4年10月 1日に法令上設置され、平成5年4月に第1期生を迎え入れた京都大学でもっとも新しい第10番
目の学部です。新学部を「総合人間学部」と名づけた理由は、本学部の研究・教育が、各専門分野に限定された個別的研究・教育を超え、自然
と調和した人間の全体的形成を目標とするものだからです。
　大学院人間・環境学研究科も総合人間学部も、ともに教養部を母体として設立された部局です。
　独立研究科であった大学院人間・環境学研究科には、設立当初から総合人間学部の多数の教授または助教授が専任教員として協力講座に参加
して、大学院教育に直接携わってきました。両部局の設立以来、10年にわたって築いた密接な連携と協力関係をふまえ、平成15年4月より、
両部局は一体化し、本研究科は総合人間学部に基礎を置く大学院となりました。これに伴い、従来の3専攻25研究領域を再編し、3専攻14
講座制に改め、同時に総合人間学部の5学系（人間科学系、認知情報学系、国際文明学系、文化環境学系、自然科学系）との学問的教育的整合
を図っています。この組織改編により、研究科の教育研究理念及び総合人間学部の教育理念をより内実のある形で実現することを目指します。
　本研究科は、人文、社会、自然科学の広範な学問領域をカバーしているところに大きな特色があり、その特色を生かし、従来の諸学問を新し
いパラダイムのもとで再編・統合することを目指しています。設立当初からの理念である「限りある自然と人間の共生」を指向し、「持続的社
会の構築」という緊急かつ現実的な課題に応えるために、関連する様々な領域をつらぬいて新領域を切り開く統合知を究明していきます。

沿　革
平成　3（1991）年　4月　「人間・環境学研究科　人間環境学専攻」開設
平成　4（1992）年10月　「文化・地域環境学専攻」設置
平成　5（1993）年　4月　「人間・環境学専攻」に博士後期課程設置
平成　7（1995）年　4月　「文化・地域環境学専攻」に博士後期課程設置
平成　8（1996）年　3月　人間・環境学研究科棟竣工
平成　8（1996）年　4月　博士課程（5年一貫制）「アフリカ地域研究専攻」（特別専攻）設置
平成　9（1997）年　4月　「環境相関研究専攻」設置
平成10（1998）年　4月　  「アジア・アフリカ地域研究研究科」の開設に伴い、特別専攻及び東南アジア地域研究講座が移管
平成11（1999）年　4月　「環境相関研究専攻」に博士後期課程設置
平成15（2003）年　4月　  総合人間学部との一体化に伴い学部に基礎を持つ大学院として組織を改編し、「共生人間学専攻」、

「共生文明学専攻」、「相関環境学専攻」設置

●教育課程の変遷
専　攻　名 修士課程 設置年度 博士後期課程 設置年度

平成15年 3月以前
人間・環境学専攻 平成3年度 平成5年度
文化・地域環境学専攻 平成5年度 平成7年度
環境相関研究専攻 平成9年度 平成11年度

平成15年4月以降
共生人間学専攻

平成15年度 平成15年度共生文明学専攻
相関環境学専攻

連携・協力関係
　本研究科では、専任教員のみならず、学内他部局（大学院地球環境学堂、人文科学研究所、ウイルス・再生医科学研究所附属感染症モデル研究センター、学術
情報メディアセンター、放射線生物研究センター、こころの未来研究センター、国際高等教育院、国際高等教育院附属国際言語教育研究開発センター、環境安全
保健機構附属放射性同位元素総合センター）ならびに学外機関（独立行政法人情報通信研究機構未来 ICT研究所、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所、
独立行政法人国立文化財機構京都国立博物館）の協力を得て、教育・研究体制をより充実したものとしています。

（　　　　　　学内他部局　　   　　　　　　学外部局）

共
生
人
間
学
専
攻

共
生
文
明
学
専
攻

相
関
環
境
学
専
攻

21. 現代文明論講座

22. 比較文明論講座

23. 文化・地域環境論講座

24. 歴史文化社会論講座

31. 共生社会環境論講座

32. 分子・生命環境論講座

33. 自然環境動態論講座

34. 環境相関論講座

11. 人間社会論講座

12. 思想文化論講座

13. 認知・行動科学講座

14. 数理科学講座

15. 言語科学講座

16. 外国語教育論講座

国際高等教育院

こころの未来
研究センター国際高等教育院

国際高等教育院

国立研究開発法人情報通信研究機構
未来ICT研究所

学術情報
メディアセンター

国際高等教育院附属
国際学術言語教育センター

大学院
地球環境学堂 人文科学研究所 独立行政法人国立文化財機構

奈良文化財研究所

国際高等教育院

国際高等教育院

独立行政法人国立文化財機構
京都国立博物館 

国際高等教育院

大学院
地球環境学堂

大学院
地球環境学堂

環境安全保健機構
附属放射性同位元素総合センター

放射線
生物研究センター

大学院
地球環境学堂

ウイルス・再生医科学研究所
附属感染症モデル研究センター

環境安全保健機構
附属放射性同位元素総合センター
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大学院人間・環境学研究科　教員構成 ※ 協力教員　※※流動教員　併併任教員　客客員教員　
総総合人間学部兼担教員　※学外非常勤講師 平成29（2017）年4月1日現在

大学院 学部 講座名 分野名 教授 准教授 講師 助教

共
生
人
間
学
専
攻

人
間
科
学
系

11 人間社会論

人間形成論 小山静子 倉石一郎 大倉得史　　松本卓也

人間共生論 連携機関：独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

社会行動論 吉田　純 永田素彦 柴田　悠

文化社会論 田邊玲子 松田英男 多賀　茂 木下千花

12 思想文化論

人間存在論 佐藤義之併 安部　浩 戸田剛文　　青山拓央

創造行為論 岡田温司 桒山智成　　武田宙也

文芸表象論 水野尚之 廣野由美子 奥田敏広 小島基洋

認
知
情
報
学
系

13 認知・行動科学

認知科学 齋木　潤 月浦　崇　　小村　豊※ 内田由紀子※ 山本洋紀

生理心理学 ※宮内　哲　　　連携機関：国立研究開発法人情報通信研究機構 未来 ICT研究所

行動制御学 石原昭彦 神﨑素樹 久代恵介　　田中真介※

身体機能論 林　達也併 船曳康子 江川達郎

14 数理科学

現象数理論 上木直昌 清水扇丈 足立匡義 角　大輝 木坂正史

数理情報論 立木秀樹 日置尋久 櫻川貴司
ディブレクト , 
マシュー ジョ
セフ（特定講師）

15 言語科学

言語情報科学 藤田耕司 谷口一美 守田貴弘

言語比較論 齋藤治之 服部文昭 河﨑　靖 壇辻正剛※ 南條浩輝※

言語情報システム論 連携機関：国立研究開発法人情報通信研究機構 ユニバーサルコミュニケーション研究所

16 外国語教育論

外国語教育論 西山教行 中森誉之　　ピーターソン , マーク 藤田糸子

言語教育研究開発論 田地野 彰※
スチュワート,ティモシー※

（修士課程担当）　　　　　 ダルスキー ,デビッド※

塚原信行※　  髙橋　幸※　　　金丸敏幸※

神谷之康総 細川　浩総

共
生
文
明
学
専
攻

国
際
文
明
学
系

21 現代文明論

文明構造論 江田憲治 大川　勇 細見和之 那須耕介

現代社会論 大黒弘慈 柴山桂太 鵜飼大介

国際社会論 土屋由香  見平　典　　齋藤嘉臣

文
化
環
境
学
系

22 比較文明論

多文化複合論 岡　真理 小倉紀蔵 勝又直也

地域文明論 赤松紀彦 太田　出

文明交流論 塩塚秀一郎  

23 文化・地域環境論

文化人類学 風間計博 田中雅一※ 岩谷彩子※※　石井美保※ 梶丸　岳

地域空間論 小島泰雄 小方　登 山村亜希

環境構成論 増井正哉併 中嶋節子 藤原　学　　佐野泰之
　　　　　　（特定助教）

文化遺産学 玉田芳英客 高妻洋成客 尾野善裕客 馬場　基客　　山崎　健客　　客=独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所

国
際
文
明
学
系

24 歴史文化社会論

歴史社会論  元木泰雄 合田昌史 吉江　崇
(2017年10月1日着任予定)

バッテ, パッラ
ヴィ(特定講師)

東アジア文化論 道坂昭廣併 辻　正博 須田千里 佐野　宏　　長谷川千尋　　松江　崇

西欧文化論 水野眞理 髙谷　修 桂山康司併 池田寛子

博物館文化財学 山本英男客 宮川禎一客 大原嘉豊客　山川　暁客　客=独立行政法人国立文化財機構京都国立博物館

相
関
環
境
学
専
攻

31 共生社会環境論 共生社会環境論 浅野耕太 小畑史子 佐野　亘※※ 宇佐美 誠総

（授業担当）

自
然
科
学
系

32 分子・生命環境論
分子環境相関論 田村　類 津江広人 小松直樹 藤田健一 髙橋弘樹

生命環境相関論 宮下英明※※ 川本卓男※ 髙田　穣※ 土屋　徹※※　小林純也※ 神川龍馬※※

33 自然環境動態論

生物環境動態論 加藤　眞 瀬戸口浩彰 市岡孝朗 西川完途　　  三浦智行※ 幡野恭子　　阪口翔太

地球環境動態論
鎌田浩毅 阪上雅昭 石川尚人 酒井　敏併

加藤　護　　坂本陽介※※
杉山雅人 梶井克純※※ 小木曽 哲

34 物質相関論

物質物性相関論 宮本嘉久 吉田鉄平　　舟橋春彦※ 藤原直樹　　木下俊哉　　森成隆夫
小山田明　　渡邊雅之
佐野光貞　　小西隆士
大槻太毅

物質機能相関論 内本喜晴 田部勢津久 吉田寿雄 加藤立久※ 戸﨑充男※
上田純平　　山本　旭
山本健太郎
（特定助教）

千坂　修総 吉村成弘総

　　　　　　の分野については、学生の募集は行わない

学際教育研究部

教授
・(兼) 中嶋節子 (部長)・(兼) 阪上雅昭 (副部長)
・(兼) 岡田温司・(兼) 齋木　潤・(兼) 谷口一美
・(兼) 日置尋久・(兼) 水野尚之・(兼) 小倉紀蔵
・(兼) 小木曽哲・(兼) 田部勢津久・(兼) 津江広人
・(兼) 宮下英明・(兼) 永田素彦・(兼) 月浦　崇

准教授
・(兼)大倉得史・(兼)戸田剛文・(兼)佐野宏・(兼)柴山桂太
・  (兼) 吉積巳貴（学際融合教育研究推進センター森里海連環学
教育ユニット特定准教授）（授業担当）

・(兼) グルーバー・ステファン（白眉センター特定准教授）

助教
・(兼) 山本健太郎
・(兼) 佐野泰之

外国人教師 （ドイツ語） トラウデン , ディーター （フランス語） メニル , エヴリーヌ
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学際教育研究部
学際教育研究部は、2008年度に大学院人間・環境学研究科内に設置された部局内センターで、大学院教育研究推進部門、学部教育研究推進部門、
講演会・地域連携等推進部門、広報活動・プロジェクト等推進部門の4部門から成り、学際的な教育研究活動の推進・支援を目的として次の
業務を行っています。
（1）学際的な教育研究プロジェクト等の推進事業の企画、立案及び運営に関すること
（2）学際的教育研究の推進に係る支援策の企画、立案及び運営に関すること
（3）学際的な講演会等の企画、立案及び運営に関すること
（4）学際的教育研究活動の情報発信に関すること
（5）その他学際的教育研究活動の推進及び支援に関すること

2016年度の活動

模擬授業
将来、大学の教壇に立つ人たちのために模擬授業を開催しています。
・小泉 嘉輝（共生人間学専攻思想文化論講座文芸表象論分野D1）
　　｢災害文学の可能性―ジャック・ロンドンの震災表象から―｣
　　日　時：2016年 5月17日（火）10:30～12:00（233演習室）

・美濃部 貴子（共生人間学専攻思想文化論講座文芸表象論分野D1）
　　｢マーク・トウェインの多様な視点―Samと Tomとストレンジャーたち ｣
　　日　時：2016年 6月7日（火）10:30～12:00（433演習室）

・森本 光（共生人間学専攻思想文化論講座文芸表象論分野D1）
　　｢ゴシック・ロマンスの方法とその利用―ホーソーンの『七破風の家』について ｣
　　日　時：2016年 7月19日（火）10:30～12:00（433演習室）

・西岡 かれん（共生人間学専攻思想文化論講座文芸表象論分野D1）
　　｢アメリカ文学における女性 ｣
　　日　時：2016年 11月 1日（火）10:30～11:45（433演習室）

講演会 Influence of Age and Culture on Memory 
Prof. Angela Gutchess（Brandeis University, MA, USA）
日　時：2016年 7月30日（火）16:00 ～18:00
会　場：京都大学 総合人間学部棟 1102教室
後　援：人間・環境学研究科 学際教育研究部
備　考：参加費無料・事前申込み不要
【話題提供】 16:00 ～16:30
杉本 光（京都大学大学院 人間・環境学研究科 博士後期課程 D2）
Neural mechanisms underlying the memory enhancement in competitive interaction
【講演】 16:30 ～18:00
Prof. Angela Gutchess
Professor of psychology at Brandeis University
Infl uences of Age and Culture on Memory

日英共同カンファレス「近代ヨーロッパにおける理性・差異・寛容」
日　時：2016年 8月2日（火） ～8月 4日（木）
会　場：京都大学吉田南キャンパス総合人間学部棟1102教室
後　援：人間・環境学研究科 学際教育研究部
8月2日（火）
　11:00-12:00　講演 lecture　渡邉浩一（大阪経済法科大学准教授）
　13:30-14:30　講演 lecture　Prof Tom Stoneham（University of York）
　14:30-15:30　講演 lecture　Prof Sarah Hutton（University of York）
　16:00-17:00　講演 lecture　山口 尚（大阪工業大学非常勤講師）
8月3日（水）
　11:00-12:00　講演 lecture　松枝啓至（大阪工業大学非常勤講師）
　13:30-14:30　講演 lecture　Ms Elisabeth Thorson（University of York）
　14:30-15:30　講演 lecture　Dr Ian Leask（Dublin City University）
　16:00-17:00　講演 lecture　Dr Beth Lord（University of Aberdeen）
8月 4日（木）
　14:00-15:00　英国研究者と語る論文執筆の着想について　Dr Beth Lord（University of Aberdeen）
　15:00-16:00　英国研究者と語る論文執筆の着想について　Prof Sarah Hutton（University of York）
　16:30-17:30　英国研究者と語る論文執筆の着想について　Prof Tom Stoneham（University of York）
ゲスト・小田崇晴（フローニンゲン大学）
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講演会「人文地理学の最前線」
日　時：2016年 11月 12日（土）13:30 ～16:30
会　場：京都大学 吉田南構内 吉田南4号館
主　催：人間・環境学研究科 学際教育研究部 / 人文地理学会 
備　考：京都大学の学生・教職員は参加費無料
第1会場（4共11室）
　13:30 ～14:55　須原 洋次（龍谷大学）「高校「地理」教育実践の問題点」
　15:05 ～16:30　南出 眞助（追手門学院大学）「港湾空間の歴史地理学
第2会場（4共21室）
　13:30 ～14:55　埴淵 知哉（中京大学）
　　　　　　　　　　「統計的社会調査と健康地理学― マルチレベルデータの構築・共有に関する展望 ―」
　15:05 ～16:30　高橋 誠（名古屋大学）「巨大地震と社会 ― 災害の地理学研究 ―」

人環・総人・学際セミナー「ガラス : 芸術と科学」
日　時：2016年 11月 16日（水）14:45 ～18:00
会　場：京都大学 人間環境学研究科棟 地下大講義室
主　催：人間・環境学研究科学際教育研究部
備　考：参加費無料・事前申込み不要

1．  “Venice artistic glass: a unique production sector combining art, science and history”
 　「ヴェネチア工芸ガラス： 芸術、科学、歴史を融合したユニークな生産部門」
 　Francesco GONELLA（ Ca’Foscari Univ. Venezia イタリア）
2．“In the Light of Glass”「ガラスの光に包まれて」
 　Rossella LUPACCHINI（Univ. Bologna イタリア）
3．「黒壁スクエアとガラスのまちづくり」
 　笹原 司之（株式会社黒壁　長浜）
4．“Glass to see beyond the visible”「見えざるものを可視化するガラス」
 　Jacques LUCAS（ Univ. Rennes フランス）
5．“Puzzles of Glass”「ガラスのパズル」
 　Gerhard FASOL（ Eurotechnology KK　オーストリア）

一般財団法人山岡記念財団　若者文化シンポジウム
ドイツでコミケ？―ドイツにおける日本のサブカルチャー

日　時：2017年 3月21日（火）15:30 ～18:00
会　場：京都大学国際科学イノベーション棟西館5階
主　催：一般財団法人山岡記念財団　
共　催：京都大学大学院人間・環境学研究科学際教育研究部
後　援：ドイツ連邦共和国総領事館　大阪ドイツ文化センター　一般社団法人大阪日独協会
　　　 ヤンマ―株式会社
講　演
・「マンガの魅力―現代若者文化現象の足跡探し」
　　ベルント ･ドレ＝ヴァインカウフ（フランクフルト大学児童文化研究所学芸員）
・「ドイツにコミケはあるのか？」
　　酒井洋一（フランクフルト大学学生）
・「文化グローバリゼーションの２つのかたち―Yaoi は国境と家父長制を超えるか？」
　　北田暁大（東京大学大学院情報学環・学際情報学府教授）

討　論〈司会〉田野大輔（甲南大学文学部教授）

長浜市との連携交流協定による調査研究事業「庭と水路とコミュニティー」
・庭園報告書『ながはまのお庭 vol.4』刊行（2017年 1月）



6

学生定員／修士課程 69 名　博士後期課程 28 名

本専攻は、個体としての人間がどのような基本的な機能を持つかを解明しつつ、その人間が共

同体をなして共生を目指す存在であることを解明します。前者は主に身体的・精神的諸機能の

解明を目指す認知・行動科学研究領域、人間の数理的認識作用の体系化を目指す数理科学研究

領域、人間の言語と知的メカニズムとの関係を明らかにする言語科学研究領域において取り組

まれています。後者は、個人と共同体との相互規定的な関係を解明する人間社会論研究領域、

人間の根源を問い直して共生の可能性を探る思想文化論研究領域、人間相互の共生に不可欠な

言語の獲得と運用を、教育との関連で究明する外国語教育論研究領域において取り組まれてい

ます。

人間社会論講座 思想文化論講座 認知・行動科学講座

人間と共同体の諸関係の多面的考察

人間はその誕生から死に至るまで、歴史的、
社会的、文化的存在として周囲の人たちと共
に生きています。この観点に立って、人間形
成の過程にはどのような共生の可能性とそ
の困難があるか、個人の社会的行動に対して
集団や社会や文化はどのような影響を及ぼ
しているか、人間の芸術活動は歴史や社会や
文化によってどのように規定されているか
といった点から教育研究を行います。

●人間形成論分野
人間形成過程にみられる社会化の問題及び
人間同士の共生の問題を研究します。
●社会行動論分野
社会学、社会心理学、グループ・ダイナミ
ックスの観点から人間の社会的行動に関す
る研究を行います。
●文化社会論分野
文芸テクスト・映画テクストなどの芸術媒
体が、そのテクストが生まれた時代や社会
といかなる相関関係を結びつつ、同時代の
イデオロギーから脱皮しうるのかを講究し
ます。

人間の思想・行動・感情等の
表現形態の考察

人間がその思考・行為・感情をいかに表現
してきたかを思想的・芸術的・文学的視点
から具体的に検証しながら、「人間とは何
か」という人間存在の根本的な問題を問い
直し、人間相互の、そしてまた人間とそれ
らを取り巻く環境との間の共生のあり方を
探究するための教育研究を行います。

●人間存在論分野
人間とは世界や他者・自己と、認識的・実
践的に関係することにより人間として存在
するものです。このような人間存在を哲学
的に探求します。
●創造行為論分野
西洋及び日本の美学、芸術思想、芸術史研
究を中心に人間の創造行為を探究します。
●文芸表象論分野
近現代の英米文学、及びドイツ文学・思想
などのテキスト考証を通して、文芸表象の
諸問題を探求します。

生命科学にもとづく人間の認識と
行動原理の考察

認知・行動科学では、脳・神経科学、認知科学・
心理学、運動医科学・生理学、健康科学、代謝・
栄養学を基盤にして、精神的・身体的な諸機
能の基本的なメカニズムの解明とそれらの
諸機能の発達過程と形成方法の研究を行い
ます。さらに健康づくりとスポーツ運動に関
する基礎的、実践的研究を行います。これら
の成果をもとに、人類が生命・健康・発達を
十 分に実 現して いくために重 要とな
る医療制度・健康教育システム・健康生活設
計・社会システム等のよりよいあり方につい
て総合的に研究し、実践活動を構想し展開し
ていきます。

●認知科学分野
認識、思考、意識、学習、記憶・感情、自
己などを、神経科学的、認知心理学的、な
らびに、社会心理学的方法によって探求し
ます。
●行動制御学分野
行動制御や身体機能を、発生から死までの
生物学的時間軸と、地域から宇宙までの空
間軸に展開しながら考究します。
●身体機能論分野
身体の基礎生理学、病理学を基盤として、
肥満や生活習慣病、精神疾患、発達障害の
メカニズムを探求します。

共生人間学専攻

コミュニティによる教育 時代を超えて伝えられる
人類の叡智

寝たきり予防・改善の筋電気刺激（応用生理学研究室）視覚の脳地図
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推論と計算による数理的認識

数理科学は、数・量・図形などに関する学問
というような狭い意味での数学そのものでは
なく、情報科学や計算機科学など関連諸科学
をも視野に入れた、より広範な学問です。本
講座では、微分方程式論、力学系理論、確率
解析などに基づく数学的手法を用いて様々な
現象の変動過程の数理構造の解明をめざすと
ともに、数理情報理論、計算機構論、画像解
析論などを基盤として、情報処理の諸問題に
関して理論と応用の両面から探求するための
教育研究を行います。

●現象数理論分野
常微分方程式、偏微分方程式、確率微分方程式、
確率過程、離散力学系、複素力学系などで記
述される様々な数理的現象を解析します。
●数理情報論分野
計算の論理と数理、プログラミング言語、メデ
ィア情報処理、機械学習、パズル・ゲームの数
理、データサイエンスなどの情報科学諸分野に
ついて理論と応用の両面から探求します。

自然言語の構造と機能の解明

言語は人間を大きく特徴づける認知能力で
あり、思考やコミュニケーションをはじめ
とする多くの機能を担っています。この心
的機構の仕組みの解明を通じ人間の心の作
用を理解することを目標にして、言語の構
造と機能、他の諸認知能力との関わりを理
論言語学的に探究するとともに、言語体系
の法則性や言語変化のメカニズムを比較言
語学的に明らかにするための教育研究を行
います。

●言語情報科学分野
言語の構造と機能、他の諸認知能力との関
わりを理論言語学的に探究するとともに、
学際的視野から言語の生物学的基盤につい
ても考察します。
●言語比較論分野
言語体系の法則性・言語変化のメカニズム
を探る方法論に関する言語学の諸問題を講
究します。

外国語習得のメカニズムの解明と
外国語教育法の開発

世界で人間が共生していくためには、言語
による人間相互理解が不可欠です。本講座
では、外国語教育を有意義なものにするた
めに、外国語習得のメカニズムを解明し、
それに立脚して、カリキュラム、教材、学
習形態、指導方法、評価方法、指導体制、
学習支援環境、教育経営、言語政策等の研
究開発を行います。

●外国語教育論分野
外国語習得論、応用言語学、外国語教育学、
言語政策等の知見に立脚し、外国語教育論
の構築をめざします。
●言語教育研究開発論分野
教育言語学、異文化理解教育論、教育経営
論、授業研究論、教授法・教材開発論等の
知見に立脚し、言語教育の研究開発をめざ
します。

数理科学講座 言語科学講座 外国語教育論講座

● 人間相互の共生に関する諸問題を高度な知識と先見性をもって解決できる実務家

● 人間の根本問題を探究できる研究者・教育者

●   高齢者のターミナル・ケア、 精神障害者や心身障害者のノーマライゼーション・インクルージョンに対して理論的・実践的に

指導できる人材

●   保育や教育の現場に対してはもちろん、保育行政や教育行政に対しても理論的・実践的に指導できる人材

●   人間の認知・行動・学習・推論・言語のメカニズムや様々な身体機能を解明し、それを社会に展開できる研究者・教育者・実務者

● 数学、情報学の研究・教育機関等で活躍できる人材

● 外国語教育の研究・教育機関等で活躍できる人材

フラクタル数独オブジェ 現代言語科学：人間理解への統合的アプローチ

育成を目指す人材像
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学生定員／修士課程 57 名　博士後期課程 25 名

国際的緊張や地域紛争など文明間の対立が深刻化する今日において、これを回避するために文

明間の絶えざる「対話」がいまほど強く求められている時代はありません。本専攻はこのよう

な地球的視点と未来への展望をもとに、「文明相互の共生」を可能にする方策を探求する学、す

なわち「共生文明学」を目指すものです。

本専攻では、自然と人間を対峙させ自然を制御することを文明の営みとしてきた西欧文明と、

自然と人間との共生を文明の営みとしてきた地球上の他の文明とを考察することによって、「文

明相互の共生」を可能にする方策を探求し、関連する諸問題を解決できる人材を育成するため

の教育研究を行ないます。

西欧近代主義の成果と問題点の再検討

西欧近代主義のもたらした成果とそれが生み出した困
難な問題を、法律、政治、経済、社会、文学、思想、
科学論などを相関させて究明します。併せて現代のグ
ローバル化や情報化という社会環境の急激な変化がも
たらした問題を踏まえ、西欧近代主義をも相対化しう
るような斬新かつ大胆な文明の理念の構築を目指し、
文明相互の共生に資するための教育研究を行います。

●文明構造論分野
社会制度、思想、法律、文学などを、歴史的・構造的
に比較・分析するとともに、文化諸領域の特質と問題
点を考察します。
●現代社会論分野
現代文明の特質や課題を明らかにするとともに、近代
における社会経済機構を経済研究と統計研究の両面を
通して解明します。
●国際社会論分野
法律・政治・社会・思想・文化など幅広い領域を横断
する方法論を模索しながら、現代国際社会の問題を考
察します。アメリカ合衆国やヨーロッパ諸国の国家形
成・発展の過程および対外関係を、日本との比較を意
識しつつ再検討することを共通の課題としています。

各文明の地域的特性の比較、交流関係の考究

非西欧文明は、西欧文明との衝突と受容を通して、み
ずからの地域文明の特性を維持するという、苦悩に満
ちた歴史を経験してきました。グローバル化が進行す
るいま、各文明の地域的特性を多角的に比較するとと
もに、文明相互の交流とその文化的所産、さらには文
明の自己相対化の諸相を、歴史的パースペクティヴと
構造的分析の複眼的視点から解明するための教育研究
を行います。

●多文化複合論分野
文明内部あるいは文明間における多様な文化の邂逅と
その複合による新たな文化的状況の醸成を考究します。
●地域文明論分野
歴史的視点に立って、各文明の文化社会的営為とそれ
らの関係性のなかに地域的特性を考究します。
●文明交流論分野
非西欧文明と西欧文明が相互に同化あるいは異化する
文明交流の歴史的文化的諸相を考究します。

現代文明論講座 比較文明論講座

共生文明学専攻

宗達、光悦合作・鶴図下絵和歌巻（重要文化財）
（京都国立博物館 蔵）
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民族・地域の特性と人間社会の基本的な居住の諸相の
考究

長い歴史的過程のなかで育まれてきた固有の民族・地
域の特性や居住の諸相を「文化・地域環境」として捉
え、文化・地域環境の生成・展開・構築・保全の諸過
程や現状を解明し、共生を基本とする文化・地域環境
の構築法を探究するための教育研究を行います。

●文化人類学分野
フィールドワークにもとづき、地球上の諸集団におけ
る自然・文化・社会の関わりを動態的に分析し、人類
の特性を解明します。
●地域空間論分野
地理学を方法論の軸としつつ、様々な時代の世界の諸
地域について、リアリティと斬新さを重視して研究し
ます。
●環境構成論分野
都市や建築による環境構成の歴史と未来に対し、広範
な理論的視野を確保しつつ、歴史・文化の文脈を考究
します。
●文化遺産学分野（奈良文化財研究所）
文化遺産に関する諸分野の実践的研究を通じ、その保
護に資するとともに、歴史・文化の諸相を考究します。

歴史と文化の相互交渉的関係の考究

地球上の諸文明と、それらを育んできた歴史文化社会
とを、普遍性と特殊性及び共生可能性を展望しながら
考究します。特に、東アジア及び欧米の歴史的・文化
的・社会的特性を、通時的かつ共時的に解明すること
により、歴史と文化の相互交渉的関係をよりダイナミ
ックで立体的なものとして捉え直すための教育研究を
行います。

●歴史社会論分野
日本及び欧米における文明と社会の関わり方を歴史的
視点から考察します。
●東アジア文化論分野
日本の社会・文化・言語・思想・文学、および近代以
前の中国の社会・文化・言語・文学を考察します。
●西欧文化論分野
西欧古代に端を発するルネサンスから近代にいたるイ
ギリス文学・文化を考察します。
●博物館文化財学分野（京都国立博物館）
博物館における文化財・美術作品の調査研究を通じ
て、作品の取り扱いや保存方法や展示作業等を多角的
に学び、文化財への総合理解を深めます。

文化・地域環境論講座 歴史文化社会論講座

明治前期の大阪の業種別商店分布図

育成を目指す人材像

● 国際問題、民族問題、地域問題に関する根本問題に通暁した研究者・実務家

●   多元文化社会に対する深い専門性をもつ実務家（国際交流関係機関職員、地方自治体行政官や研究者、環境関連の民間研究所

職員、環境関連の民間企業の実務指導者等）

●   都市開発、景観保全、文化や地域環境のあり方に対して積極的に提言できる研究者、行政的実務者

● 異文化知識を十分に踏まえて文化交流を推進できる行政的実務者

● 社会の政治的・経済的動向を的確に予測して社会の発展に寄与できる研究者・実務家

●   国際的緊張や地域紛争に見識をもって対応できるジャーナリスト、ジャーナリズムの分野でオピニオン・リーダーとして活躍

できる人材

● 文化遺産・文化財の保存修復、分析に関する研究者・実務家
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学生定員／修士課程 38 名　博士後期課程 15 名

人間の未来は、われわれ人間がどのようにして自然と人間の調和的共生を図り、いかにして科学・

技術と産業とをこの調和的共生に向けて導いていくかに懸かっています。本専攻は、自然と人間

の調和的な共生を可能にする新しい科学・技術のあり方及び社会システムのあり方を探求する

学、すなわち「相関環境学」を目指すものです。

本専攻では、従来の科学・技術・産業に内在する「開発」の論理を見直し、人類を含めた生態

系全体の存続に寄与する「自然と人間との共生」の論理を学問的営為に根付かせるため、新し

い科学・技術のあり方を探求するとともに、自然と人間との共生を図る新しい社会システムの

あり方を探求します。同時に、関連する諸問題を解決できる人材を育成するための教育研究を

行います。

（  相関環境学専攻「受験生情報」 

http://www.h.kyoto-u.ac.jp/member_web/third/nyushi/index.html）

相関環境学専攻

共生社会環境論講座 分子・生命環境論講座

持続可能な人間社会の新しいあり方の究明

新しい共生社会のあり方を究明するために、環境をめ
ぐる資源配分の現状と課題について教育研究を行ない
ます。また、働く人が職場で直面している課題を解決
するための法制度のあり方を探究します。新しい社会
システムにおいて公共的な意思決定はどのようにある
べきかという意思決定の問題を追求するための教育研
究を行ないます。

●共生社会環境論分野
人間と環境との関わりの様態
を、社会制度、市場、空間、法
システムなどの見地から考察し
ます。

分子、生命、資源の相関研究

有機資源と環境、生命と環境の相関に基づいた諸問題
についての教育研究を行います。すなわち、有機資源
の構造や機能を明らかにして、資源の持続的有効利用
と有用な物質に変換する低環境負荷技術の開発をする
とともに、生物が種々の環境に適応するメカニズムや
有機資源を効果的に産出する機能を探求します。

●分子環境相関論分野
有機資源・物質の基盤となる有機分子・物質の持つ構
造ならびに機能とその発現のメカニズム、金属や生体
との相互作用を講究します。
●生命環境相関論分野
光合成生物の多様性解析と利用、生体内光エネルギー変
換系の解析、放射線リスクの生物学的解析、生物材料工
学に関する研究・開発、ゲノム安定性の分子メカニズム
の解明、放射線生体影響の細胞生物学的解析によって、
生命環境に相関した諸問題の解明を目指します。シアノバクテリアの培養

蛍光顕微鏡による2つの
DNA修復因子の結合検出

さまざまな光合成色素 細胞内から蛍光を発するナノダイヤモンド

気体分子を吸蔵する有機結晶

キラル有機磁性液晶が示すシュリーレン光学組織

高活性脱水素化金属錯体触媒の分子構造
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●   人間と自然の共生に関する諸問題を、高度な知識と科学的・論理的判断力を持って解決できる研究者、実務者

●   自然科学・理系学問に通暁して、科学的・客観的な判断力を備えた行政官、外交官、ジャーナリスト、研究者

● 環境関連の民間企業や公的研究所の研究者、企画立案者として活躍できる人材

●   地域から地球規模にわたる自然環境問題に通暁し、社会における環境教育や企業での環境保全に配慮した業務を担当できる人材

●   有機・生物資源の持続的有効利用のための変換プロセスや、低環境負荷技術を構築する研究開発を担当できる人材

●   物質とエネルギーの機構やダイナミックスについて広い視野を持って、先端的研究開発を行う人材

●   未来社会を支える新しい機能性材料の研究開発を行う人材

地球規模の環境変動と自然環境の動的関係、
生物の多様性と群集構造、生態系機能の考察

地球規模での環境変動と自然環境の動的関わりを、地
球表層の構造とそこに生存するウイルスをも含めた生
命体の考察から明らかにします。あわせて、生物の多
様性や種間相互作用が生態系の安定性に寄与する機構
を解明することによって、自然と人間との自立的な関
わりの限界特性を明らかにし、自然環境動態の将来予
測を行うための方法論と実際を教育研究します。

●生物環境動態論分野
生物多様性、生物環境動態、ウイルスの多様性・
宿主環境動態を取り上げ、生物の自然史を講究します。
●地球環境動態論分野
地球環境を構成する気圏・水圏・地圏の組成・構造や
物理学的・化学的動態、地球・宇宙のダイナミクスと
進化について講究します。

物質・エネルギー間の相互変換メカニズムと
その制御法の開発

物質自然界の有効な制御を目的とし、原子分子の集合
体としての物質における安定構造の決定要因、及び外
的刺激による応答のメカニズムを解明すること、すな
わち、物質とエネルギーの変換ダイナミックスの解明
にとりくみます。これを基礎に、新たな機能を発現す
る機能的物質の開発・創成のための方法論と実際を教
育研究します。

●物質物性相関論分野
物質の組成や相構造と物性の相関、物質とエネルギー
の変換のメカニズムを解析します。
●物質機能相関論分野
物質機能とそれにかかわる因子を解析し、新素材・新
機能性物質の開発を目指します。

自然環境動態論講座 物質相関論講座

由布岳のエヒメアヤメ

高温超伝導体の準粒子励起（左）とスカーミオンモデル（右）

二酸化炭素還元反応用の光触媒

奄美大島
シイの原生林の一斉開花

育成を目指す人材像

光を蓄える長残光結晶化ガラス



12

入学者・修了者の推移

●修士課程 入学者数
年度 23 24 25 26 27 28

共生人間学専攻
入学定員　69

69 59 79 69 67 51
（18） （18） （20） （18） （17） （14）

共生文明学専攻
入学定員　57

41 39 24 39 44 47
（ 5） （ 7） （ 6） （ 9） （ 8） （ 2）

相関環境学専攻
入学定員　38

40 42 37 43 44 60
（ 8） （10） （ 6） （ 8） （ 6） （13）

合計
入学定員　164

150 140 140 151 155 158
（31） （35） （32） （35） （31） （29）

・（ ）内の数字は総合人間学部からの進学者で内数

●修士課程 学生数 （各年度5月1日現在）
年度 23 24 25 26 27 28

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
学生数 211 146 357 189 139 328 173 137 310 194 126 320 212 123 335 215 136 351

留学生数（内数） （15）（46）（61）（7）（44）（51）（9）（37）（46）（17）（23）（40）（20）（31）（51）（20）（43）（63）

●修士課程 学位授与者数
修了年度 23 24 25 26 27 28

共生人間学専攻 62 68 52 72 64 63
共生文明学専攻 53 42 41 25 31 44
相関環境学専攻 40 42 37 33 39 44

合計 155 152 130 130 134 151

●修士課程 修了者の進路
修了年度 22 23 24 25 26 27

進学（大学院） 71 54 59 35 55 51
就職 78 81 67 80 63 68
その他 12 20 26 15 12 15

合計 161 155 152 130 130 134

●修士課程 修了者の産業別就職状況
修了年度 22 23 24 25 26 27 合計

農業・林業・漁業 1 1 2
建設業 1 1 1 1 1 1 6
製造業 30 26 24 27 16 23 146
電気・ガス・水道等 2 1 2 5
情報通信・運輸・郵便業 7 8 10 11 7 15 58
卸売・小売業 2 3 5 3 5 4 22
金融・保険業 4 2 5 7 3 3 24
不動産・物品賃貸業 2 1 3
サービス業 25 33 14 21 26 20 139
公務員 3 7 7 6 2 1 26
上記以外 4 1 1 6

合計 78 81 67 80 63 68 437
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●博士後期課程 進学者・編入学者数
年度 23 24 25 26 27 28

共生人間学専攻
学生定員　28

進学者 43 27 35 13 31 28
編入学者 8 9 10 10 9 9
計 51 36 45 23 40 37

共生文明学専攻
学生定員　25

進学者 17 19 15 15 20 13
編入学者 3 5 2 4 5 7
計 20 24 17 19 25 20

相関環境学専攻
学生定員　15

進学者 10 6 5 3 13 8
編入学者 5 3 3 5 4 5
計 15 9 8 8 17 13

総計
学生定員　68

進学者 70 52 55 31 64 49
編入学者 16 17 15 19 18 21
総計 86 69 70 50 82 70

●博士後期課程 学生数 （各年度5月1日現在）
年度 23 24 25 26 27 28

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
学生数 180 150 330 180 148 328 172 148 320 153 137 290 144 145 289 158 139 297
留学生数（内数） （21）（28）（49）（20）（24）（44）（16）（31）（47）（12）（33）（45）（13）（39）（52）（20）（37）（57）

●博士学位授与の状況
修了年度 23 24 25 26 27 28

博士後期
課程修了
によるもの

共生人間学専攻 14 24 21 24 35 19
共生文明学専攻 15 15 12 11 12 13
相関環境学専攻 10 7 7 9 2 5
旧専攻 5 2 0 2 0 0
合計 44 48 40 46 49 37
累計 605 653 693 739 788 825

論文提出によるもの 2 0 0 4 6 2
累計 37 37 37 41 47 49

●博士後期課程修了者・研究指導認定退学者の進路
修了年度 22 23 24 25 26 27

修了者数 65 58 70 69 71 61
就職 46 27 29 39 45 33
その他 19 31 41 30 26 28

●博士後期課程 修了者の産業別就職状況
修了年度 22 23 24 25 26 27 合計

農業・林業・漁業 0
建設業 1 1
製造業 1 2 1 1 1 6
電気・ガス・水道等 1 1
情報通信・運輸・郵便業 0
卸売・小売業 1 1
金融・保険業 0
不動産・物品賃貸業 0
サービス業 40 25 27 38 44 28 202
公務員 2 1 3
上記以外 2 3 5

合計 46 27 29 39 45 33 219
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定期刊行物・定例行事

　定期学術雑誌

  紀要

人間と環境の関わり方に関する未発表の論文、資料、総説、展望などを対象とした学術雑誌を、年に1回『人間・環境学』として発行しています。
（平成 4年創刊）

最新号：第25巻（2016年 12月発行）

論文
　・天上で輝く星、岸に打ち寄せる海、革命家と結婚したクラスメイト
　　　― 村上春樹『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』における
　　　〈削除〉と〈改竄〉の詩学 ― 小島 基洋

　・「道徳」の特設経緯
　　　― 1957年度の教育課程審議会の議事録を中心に ―  　占新

　・是枝映画における入浴の機能
　　　― 『DISTANCE』（2001年）における入浴場面の欠如とその意味 ― 伊藤 弘了

　・『ヒーロー・ネバー・ダイ』における遊戯の機能
　　　― 1997年以降の香港とジョニー・トー ― 雜賀 広海

　・ゾンビ映画史再考 福田 安佐子

　・無差別の自由とヒューム哲学 豊川 祥隆

　・ヨハン・ハインリヒ・フォスの詩的技法
　　　― 「暴力リズム」の構築 ― 松波 　烈

　・日本語の複合動詞における後項動詞とロシア語の動詞接頭辞との意味的対応について
　　　― 語彙的複合動詞を構成する「～でる」「～だす」の場合 ― アブラギモヴィチ・ユーリャ

　・日本統治期における台湾人の移動
　　　― 日中戦争前に中国大陸に留学する台湾人を中心に ― 巫 　靚

　・アロハとマーティン・ルーサー・キング・ジュニアが出会ったとき
　　　― ハワイと公民権運動の歴史的関係の考察 ― 齋藤 祐実

　・「心理的な事実」にもとづく世界の貧困削減
　　　― チャンドラン・クカサスの政治理論を手がかりに ― 奥田 　恒

　・地方自治体における行政訴訟に対する行政の応答 吉川 和挟

研究ノート
　・文部省による唱歌認可制度と校歌をめぐる学校側の対応 須田 珠生

博士学位一覧

修士論文題目一覧

総合人間学部卒業論文題目一覧

　広報誌
 『人環フォーラム』

「自然と人間の共生」という理念のもとに平成3年に創立された当研究科では、人間と環境の新しい関わ
りを模索し『人環フォーラム』を発刊しています。
本誌では人間と環境の相互関係にふれる第一線の研究のうえにたって、精神的な豊かさをもった広い視野
から、21世紀における人類の課題を問い続けています。
●第35号（2016年 3月）
巻頭言 「すきまの効用」 間宮 陽介 （京都大学名誉教授）
特集 共生社会に向けて
　「熱帯雨林の生物は共生しているか？―森の生物多様性を支える相互作用の網―」
 市岡 孝朗 （人間・環境学研究科教授）
　「日本型「多文化共生」と人間形成」 倉石 一郎 （人間・環境学研究科准教授）
　「多様な人と共に生きるには」 船曳 康子 （人間・環境学研究科准教授）
　「共生を拒否する宗教と共生を試みる宗教」 田中 雅一（京都大学人文科学研究所教授）

京都大学大学院人間・環境学研究科

2016年3月 第35号

人環フォーラム NO.35
HUMAN AND ENVIRONMENTAL FORUM
特集：共生社会に向けて
　　　市岡孝朗／倉石一郎／船曳康子／田中雅一
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　定例行事
 公開講座

人間・環境学研究科では、学問・研究成果の社会への還元を図るため、年に一度公開講座を開催しております。

平成28年度
日　時：平成28年8月9日（火）13:30～ 17:00
会　場：京都大学大学院人間・環境学研究科棟　地階大講義室
受講料：無料

テーマ：人間と環境
司　会：見平　典（人間・環境学研究科准教授）
プログラム
セッション1：民主主義は環境問題の解決に寄与しうるか
講演者： 佐野 　亘（地球環境学堂・人間・環境学研究科 教授）
コメンテーター： 戸田 剛文（人間・環境学研究科准教授）
 阪上 雅昭（人間・環境学研究科教授）

セッション2：カオスと人間
講演者： 酒井 　敏（人間・環境学研究科教授）
コメンテーター： 土屋 　徹（地球環境学堂・人間・環境学研究科 准教授）
 細見 和之（人間・環境学研究科教授）

　定例行事
 人間・環境学フォーラム

様々な研究領域を抱える当研究科では、「専門分野を超えた研究交流のための環境作り」、及び「研究成果の
公表と外部への情報発信」を目的として、年に2回、講演会や懇親会を開催しております。

第35回人間・環境学フォーラム
日　時：2016年 4月7日（木）
第一部　新入生歓迎講演会・交流会
会　場：人間・環境学研究科棟地階大講義室
司　会：久代 恵介（共生人間学専攻 認知・行動科学講座准教授）
　　・15:30～ 15:40　研究科長挨拶
　　・15:40～ 16:20　新入生歓迎講演会
　　　中嶋 節子（共生文明学専攻 文化・地域環境論講座教授）
　　　「まちなみの構想力―京都を10倍楽しむために―」
　　・16:25～ 17:30　交流会
　　　「大学院生活の過ごし方　―ストレスと上手につきあうには ?―」
　　　和田竜太（京都大学学生総合支援センター カウンセリングルーム 講師）
　　　新入生同士の交流のために、折り紙を主に使った自己紹介のグループワーク
第二部　懇親会
会 場：吉田生協食堂1階（19:00～ 20:30）

第36回人間・環境学フォーラム
「人環・総人　秋の交流会　―隣は何をする人ぞ ―」
日 時：2016年 10月 27日（木）
会 場：生協吉田食堂1F
17:00～ 18:30「先生・院生と語ろう」
18:30～ 20:00「みんなで交流！」
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国際交流
人間と環境の関わりに関する諸問題を国際的な視点から追究することを目指している本研究科では、研究及び教育の両面において、国際交流
が重要な基盤となっています。

●研究者の交流
毎年多数の外国人研究員（客員教授・准教授）、招聘外国人学者、
外国人共同研究者などが本研究科を訪れ、研究活動、学会参加、学
生指導などを通して目覚ましい貢献をしています（表 1）。また本
研究科からも毎年多数の研究者が、学会参加や共同研究のため海外
に出掛けています。

表1外国人研究者等の受入れ数

年度 2012 2013 2014 2015 2016

外国人研究者
（客員教授・准教授） 5 5 5 5 5

招聘外国人学者 7 4 7 3 1

外国人共同研究者 1 2 1 3 2

●外国人留学生
本研究科では、2016 年 5 月 1 日現在、145 人の留学生が在籍し、
その出身地は世界 24 ケ国 /地域に及んでいます（表 2・表 3）。

表2留学生受入れ数 （各年度 5月 1日現在）

年度 2012 2013 2014 2015 2016

留 学 生 数 118 111 99 119 145

注）ビザが「留学」の学生
       研究生、修士課程、博士後期課程、特別研究生を含む

表3留学生出身地 （2016 年 5 月 1日現在）

中国（93）、台湾（10）、韓国（9）、米国（5）、ニュージーランド（3）、
カナダ（2）、ハンガリー（2）、ブラジル（2）、フランス（2）、ペルー（2）、
ロシア（2）、（以下各1）イタリア 、インド、インドネシア、ウクライナ、
エストニア、ジョージア、ドイツ、ベトナム、ベラルーシ、ベルギー、マレ
ーシア、モンゴル、ルーマニア

<留学生オリエンテーション>
新学期の初めに当たり、主に新入の留学生を対象にしたオリエンテ
ーション、及び在学中の留学生、日本人学生を交えた懇親会を実施
しています。

 （2016 年 4 月 15 日）

<留学生見学旅行>
本研究科では、毎年秋に一泊二日の留学生見学旅行を実施していま
す。2016 年の旅行先は、高野山、紀三井寺、和歌山マリーナシティ、
岸和田だんじり会館でした（写真は高野山と紀三井寺にて）。

（2016 年 11 月 21 日～22 日）

●国際交流セミナー
研究科では、常時1名ないし2名の外国人研究員（客員教授・准教
授）が研究に携わっています。研究科として先生方を歓迎し、また
先生方には各自の研究成果を研究科に紹介して頂くため、先生方の
ご講演と懇親会で構成された「国際交流セミナー」を開催しています。

第 57 回 2016 年 4 月 25 日
モニカ・ステファン先生
（フランス /グルノーブル大学教員、
フランス国立科学研究センター上席研究員）
演 題：The French Social Model: The 
case of the Safety Net for Healthcare

第 58 回 2016 年 5 月 26 日
リ　ザオ先生
（中国・蘇州大学准教授）
演 題：Drug discovery in China: From 
t rad i t iona l Ch inese medic ine to 
emerging nanomedicine

第 59 回 2016 年 7 月 11 日
テスファイ・キダネ先生
（エチオピア・アジスアベバ大学教授）
演 題：Brief History of Geoscience 
Research at One of the World’s Unique 
I n c i p i e n t  O c e a n i c  R i f t ,  A f a r 
Depression, Ethiopia

第 60 回 2016 年 10 月 31 日
ロッセーラ・ルパッキーニ先生
（イタリア・ボローニャ大学准教授）
演 題：In Praise of Light and Shadows

第 61 回 2017 年 1 月 17 日
シャオ・チェン先生
（中国・武漢大学教授）
演 題：Where Two Rivers Meet and 
Three Towns Stand 

京都大学大学院人間・環境学研究科／総合人間学部
国際交流推進後援会

2005（平成 17）年 1 月 1 日付けで、「京都大学大学院人間・環境
学研究科／総合人間学部国際交流推進後援会」が設立され、本
研究科における国際交流が一層活発になりました
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